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令和４年２月定例会　代表質問　【質問者および質問項目】

質問日　令和４年３月７日（月）　質問者　４名

質問時間は答弁時間を含めず、（基礎時間２０分＋会派構成議員数×５分）であり、会派ごとの上限は６０分間です。

質問方法は、一括質問一括答弁方式で行います。

発言
順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

1 中嶋　昭雄 草政会 ○ずっとずっと宣言の推進について

（６０分）
・４期目で掲げたすべての施策等をどのように実現して、４期目を完結しよう
と考えているのかを問う

・小野山遺跡を活用した資料館の整備について問う

・クラウドファンディング、常盤学区の独自の取り組みや歴史・文化が彩るま
ちづくりの思いを問う

・芦浦観音寺の資料館の整備について問う

・「ずっとずっと宣言」に掲げた思いと実現させる意気込みを問う

・平野南笠線の実現に向けた取り組みを問う

・「草津市道路整備プログラム」との整合などを問う

・県立アリーナのオープンを見据えて、4車線化の実現に向けて問う

・草津ＰＡと連携した拠点整備のロードマップを問う

・びわこ文化公園活性化を見据えて、どのように活性化に図っていくべきか
を問う
・草津ＰＡと連携した拠点整備がどのような役割を果たしていくべきかを問う

○産業振興について

・「草津市産業振興計画」における企業立地の促進の位置づけ等を問う

・立地を促進していく上での課題や仕掛けを問う

・草津用水２期事業の課題や解決策を問う

・ほ場整備する意義や農業振興から必要性等を問う

○新型コロナウイルス感染症対策について

・感染・経済対策の総括及び今後の具体的な対策を問う

○令和４年度当初予算について

・令和３年度の総括及び令和４年度において、どのような取り組みを主眼に
おいて、実現していこうと考えているのかを問う
・持続可能な経営と健全財政の堅持に向けて、どのような姿勢と予算編成に
臨まれたのかを問う

・時代を先取りした政策としてどのような事業を計上されているのかを問う

・商業地を対象に負担軽減措置が継続されることの本市への影響があるの
かを問う

・民間開発を誘導していくような制度の構築が出来ないかを問う

○協働のまちづくりについて

・地域まちづくりセンター更新の基本方針を問う

・市長のまちづくりセンター更新にかける思いを問う

・各地域まちづくりセンターでの委託事業についてどのように対処しているの
かを問う

・市自治連合会への調整に努めた結果が今回の結果となったのかを問う

・解散問題の重要性の認識と今回の判断を問う

・町内会が抱える問題をどのように把握し、その課題解決に向けた具体的な
取り組みを問う
・コミュニティ事業団や社会福祉協議会の取り組み及び地域のまちづくり協
議会や市自治連合会等の役割を問う

○地域再生の推進について

・矢橋帰帆島や湖岸緑地におけるＰａｒｋ－ＰＦＩの推進による民間活力につい
て問う

・道の駅草津リノベーションの目標年度を問う

・農家レストランの設置を問う

・多目的広場ゾーンの民間活力の導入を問う

・からすま農産への働きかけなどを問う

・農業体験などの着地型観光を具現化していくことを問う

・水生植物公園みずの森における民間活力の具現化を問う
・烏丸半島の更なる魅力向上に資する施設の認識や市長のリーダーシップ
による誘致について問う
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発言
順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

・総合計画に掲げる幅広い交流を促進するためにどのように取り組むのか
などを問う

○草津市気候変動非常事態（ゼロカーボンシティ）宣言について

・市議会との共同宣言の意義を問う

・どのように脱炭素化を図り、宣言にある２０５０年カーボンニュートラルを目指す
のかを問う
・再生可能エネルギーの活用において太陽光発電設置をどのように考えている
のかを問う

・「脱炭素先行地域」を目指すことを問う

・地域循環共生圏の形成や、分散型エネルギーシステムの構築について問う

・企業版ふるさと納税の寄付先となる取り組みの検討状況などを問う

・２０５０年カーボンニュートラルを目指すための組織について問う

○高等専門学校の設置について

・高等専門学校の設置の可能性を問う

○市内に存在する大規模空閑地等の活用について

・駅前の土地利用の活用について問う

・西消防署跡地の民間利用について問う

○新火葬場の整備促進と広域連携について

・新火葬場の整備を推進する上での課題を問う

・令和４年度の執行体制を問う

・湖南広域行政組合より広域処理も視野に入れた行政事務組合とすること
を問う

・広域連携に対するリーダーシップとしての草津市の役割を問う

○ファシリティマネージメントの強化について

・法定耐用年数（４０年）を経過した管路などについて問う

・導水管、送水管、配水管の点検や水管橋の点検状況を問う

・公共施設の全般の点検状況を問う

・ファシリティマネージメントの推進における課題や今後、点検の強化や予防
保全の充実について問う

・ファシリティマネージメント強化に向けた体制強化を問う

○業務効率化について

・公共施設包括管理業務の効果を問う

・公共施設包括管理業務を導入するに際して、民間事業者の声をどのよう
把握したのかを問う
・業務の効率化に向けて、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を軸に内部
事務の効率化などを進めることを問う
・デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画を策定していく考えがない
のかなどを問う

○人材育成について

・「副業」可能する許可基準を整理して、多様な働き方に向けて取り組みを推
進することについて問う
・女性職員の管理職登用を促すためにどのように取り組んで行かれるのか
を問う

○教育行政の推進について

・教育長としての挑戦や当初予算に対する思いを問う
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発言
順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

2 土肥　浩資 市民派クラブ ○リーディング・プロジェクトについて

（４０分）
・令和３年度におけるリーディング・プロジェクトに対する自己評価と令和４年
度における取組について

○ゼロカーボンシティくさつについて

・実現に向けた意気込みと数値の具体化について

○高等専門学校の誘致について

・これまでの誘致活動と見通し、今後の取組について

・誘致場所について

3 西川　　仁 日本共産党 ○コロナ禍に関して

（３０分） 草津市会議員団 ・全国知事会の国への提言について

・市域の医療・保健衛生体制の維持などの現状認識について

・ワクチンの接種状況やＰＣＲ検査体制について

・市民への生活支援・事業者への営業支援について

○憲法を暮らしの中に

・ロシア軍のウクライナへの蛮行に抗議の声をあげ、国際世論で追い詰めよ
う

・日本国憲法を守り、暮らしに生かすことなど憲法について

○予算・収入の見込みについて

・コロナ禍対策の財源確保について

○教育の諸課題について

・オミクロン株の感染拡大による小中学校の影響について

・学年、学級閉鎖の方針等について

・再開の基準について

・高校入試等への影響について

・オンライン授業とメンタル的ケアーについて

・笠縫小学校校舎の老朽化と対応策について

・子どもたちの弱視・目の健康について

・学校図書館の司書配置について

・学級・学年・学校休業にともなう保護者等への生活支援について

○保育所・学童保育の保育士・支援員の処遇改善について

・保育所の入所希望の状況、待機児童の解消について

・保育士の確保について

・保育士、学童保育支援員の処遇改善について

・小規模保育所などの保育環境について

・学童保育支援員のキャリアアップ事業に伴う研修等の保障やガイドライン
について

○フェリエ南草津の運営について

・フェリエ南草津の運営・管理の変更の原因と課題について

・今後の管理体制の拡充について

・集客数を増やし各テナント経営の支援体制について

○気候変動への取組みとごみ減量化

・現況・課題・目標などの「見える化」を

・地球温暖化の不正義、正義の考え方について

・プラスチック等のごみ量の削減、ごみ袋有料化方針の見直しを

○下水道企業会計への基準外繰り入れについて

・下水道の使用料について

・高度処理について

・基準外繰り入れについて

・環境負荷軽減への使い方について
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発言
順位 議員名 会派名 発言事項

4 八木　良人 チャレンジくさつ ○行政のデジタル化・DX推進について

（３０分） ・草津市が取り組むデジタル化・DX推進についての考え方と具体的施策

・デジタル化・DX推進関連の研修

○仮称・草津市立プールについて

・スポーツ環境充実、アスリートよしとして誇れる内容

・新たな賑わい創出について、どのような地域の未来像を考えているか

・健幸創造都市草津の実現のための拠点づくりについて

・プール建設の提案書の内容を、県民・市民に公開すること

・縦割り行政から脱却した新しい枠組み

○マンション管理適正化法の改正に伴う草津市の対応

・マンション管理適正化法に基づいて、具体的にどのように取り組むのか

・マンション管理計画認定制度の開始時期について

○ゼロカーボンシティ実現にむけた拠点整備について

・未来へつなぐ施策として最優先課題であるゼロカーボンシティにむけての
取り組みと拠点づくり
○新型コロナウィルス感染症の市民生活への影響について（生活困窮者支
援・子どもたち支援の観点から）

・コロナ禍による住民の経済的格差の拡大について

・生活困窮問題対応としてのアウトリーチ体制強化について

・すべての部署の職員が相談の入り口となれるよう、研修を含めた方策

・子どもたちがうけているコロナ禍の影響と対策

○文化の薫り高いまちづくりについて

・草津駅、南草津駅前の広場の活用方法について

○子どもの権利について（子どもの権利条約)

・離婚において、子どもの権利を守るということについて

・「子どもが子どもでいられる街に」として啓発されるヤングケアラー問題へ
の対応について
・子どもの権利条約の内容について、小学校・中学校における授業での授業
時間数もふくめた具体的な取り組み実態について

・子どもの権利の教育に、継続的に取り組むことについて

○コミュニティスクールについて

・開かれた会議体として、コミュニティスクールくさつでの開催状況の公開・議
事録の公開、意見募集などについて、現状と今後の方針をお聞きいたしま
す
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